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　　次週のスライド参照
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課題１２
1 サイクリン/Cdk複合体は、核膜を裏打ちするラミンをリン酸化する。裏打ちを失った核膜は不安定になって小胞化する(核膜の崩壊)。また、APC/C(微小管の動原体付着により活性化)によってサイクリン/Cdk複合体が不活性化することで、収縮環が収縮し始める(紡錘体の形成)。さらには、コンデンシンをリン酸化することでDNAとの親和性を高め、凝縮を起こりやすくする働きもある。
※　M期はDNA分子を２つの細胞に分配する(姉妹染色体を正確に２つの娘細胞に分ける)時期である。まず初めに、核膜の崩壊が行われ、次に染色体の複製と凝縮が起こる。複製された姉妹染色体はコヒーシンにより結合したままであるので、中心体から出た微小管が動原体に付着して紡錘体を形成し、斥力がはたらいて染色体が２つに分かれる。完全に分かれた後、核膜の再構築が行われ間期に移行する。

2 M期に活性化するサイクリン/Cdk複合体の制御機構として、細胞周期調節機構が挙げられる。働いたらすぐに分解されるというサイクリンの特徴を活かし、細胞周期を不可逆的に進行させる。

